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令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
16
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
と
当
局
提
出
議
案
を
含
め
24
件
を
審
議
し

、
採
決
の
結
果
す
べ
て
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
24
日
、

27
日
、
28
日
に
は
本
会
議
に
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
『
自
民
党
・
い
さ
ま

』
か
ら
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

★
質
問
事
項
に
つ
い
て
は
裏
面
記
載

議
案
第
８
号
、
令
和
５
年

度
座
間
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
。
令
和
５
年
度
は
、

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画
の

計
画
初
年
度
で
、
同
計
画
の

目
指
す
ま
ち
の
姿
「
ひ
と
・

ま
ち
が
輝
き
未
来
へ
つ
な
ぐ

」
の
実
現
に
向
け
、
７
つ
の

政
策
と
32
の
施
策
に
沿
っ
た

事
業
が
着
実
に
執
行
で
き
る

予
算
編
成
を
心
が
け
ら
れ
た

各常任委員会の開催
日予算決算： ２月２２日（月）、３月１６日（火）

市政に対するご意見ご要望をお聞かせくだ さい。

一 致 団 結 ！ 自 民 党 ・ い さ ま 議 員 団

京免 康彦
☎０９０－８８５５－７３７１

吉田 義人
☎２５８－０９６５

荻原 健司
☎０９０－８９４２－８７５３

竹田 陽介
☎２５２－２０３６

熊切 和人
☎０９０－３１０８－８１７６

髙波 貴志
☎０９０－７２１３－９２９９

内藤 幸男
☎２１６－８０８３

清水 剛
☎０９０－９８３７－５４８６

と
の
こ
と
で
す
。
各
事
業
に
触

れ
な
が
ら
、
自
民
党
・
い
さ
ま

の
考
え
を
述
べ
ま
す
。

注
目
す
べ
き
は
、
自
民
党
・

い
さ
ま
と
し
て
常
に
求
め
て
き

た
小
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
及
び
世
帯
の
拡
充
で
す
。
本

市
独
自
で
設
け
て
き
た
世
帯
収

入
制
限
を
４
月
か
ら
撤
廃
し
、

さ
ら
に
10
月
か
ら
は
18
歳
を
迎

え
た
３
月
ま
で
を
助
成
対
象
と

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
小
田
急
相
模
原
駅

周
辺
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
費
に
つ
い
て
。
注
視
す
べ

き
は
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
建
設
で
す
。
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
、
令
和
５

年
度
末
に
作
成
予
定
の
学
校

施
設
再
編
計
画
の
結
果
を
受

け
て
、
最
終
的
に
市
長
が
判

断
す
る
と
の
考
え
が
委
員
会

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推

進
事
業
で
の
税
証
明
書
や
住

民
票
等
の
発
行
手
数
料
等
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
補

助
事
業
費
の
入
谷
西
児
童
ホ

ー
ム
新
設
の
た
め
の
予
算
、

建
築
物
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
事
業
費
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
費
な
ど
、
こ
の

ほ
か
、
実
施
す
る
各
事
業
が

必
要
と
捉
え
賛
意
を
表
し
ま

し
た
。

議
案
第
13
号
、
令
和
５
年

度
座
間
市
公
共
下
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て
。

座
間
市
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
を
基
に
し
た
地
震
対
策

事
業
で
は
、
気
候
変
動
に
よ

り
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
を
踏
ま
え
座
間
市
内
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
令
和
５
年
度

か
ら
２
か
年
か
け
て
更
新
す

る
事
業
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
想
定

し
得
る
最
大
降
水
量
を
念
頭

に
更
新
し
ま
す
。
公
共
下
水

道
事
業
も
水
道
事
業
と
同
じ

く
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

大
規
模
地
震
や
そ
の
他
自
然

災
害
の
場
面
に
あ
っ
て
も
市

民
生
活
に
必
要
な
施
設
で
す

。
維
持
管
理
に
適
切
な
予
算

措
置
と
認
識
し
て
賛
意
を
表

し
ま
し
た
。

令和５年度の主な新規・拡充事業

地域少子化対策推進事業【拡充】
妊婦及び0歳から3歳児の養育者の移動にかかる負
担軽減のために、タクシー利用やガソリン購入に使
えるチケットを月千円分支給
子育て支援特別給付金支給事業【新規】
児童手当法の一部改正に伴い、特例給付の支給に係
る所得上限限度額が設定されることにより支給され
なくなった世帯に対し、児童一人当たり月5千円を
支給
デジタルトランスフォーメーション（DX）推進事
業【拡充】
デジタルデバイド対策としてコールセンターを開設
広報発行事業【新規】
視覚障がい者等のために「広報ざま」の点字版を作
成
老人憩いの家管理運営費【拡充】
新たに自動体外式徐細動器（AED）を設置
ゼロカーボン推進補助事業【新規】
地球温暖化対策の推進に向けてゼロカーボンシティ
を実現するため、1件15万円までの電気自動車購
入費の補助をはじめ、充電設備やスマートハウス関
連設備の設置に対して補助
地域防災計画等推進事業【新規】
座間市地域防災計画を改定
放課後児童健全育成事業補助事業【拡充】
共働き世代が増加している中、子どもを預けたいと
考える保護者が安心して預けられる環境を整備する
ことが急務であり、本年度、入谷西児童ホームを新
設
がん検診事業【拡充】
胃がん検診において、新たに内視鏡検査を実施

最
大
降
水
量
を
念
頭
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

私
た
ち
が
実
現
し
ま
し
た



令和５年第１回定例会の一般質問

髙波 貴志
１. 本市の農業政策について
２. 公用車の事故防止について
３. さがみ野周辺地域の渋滞について

内藤 幸男
１. 熱中症対策について
２. 坂道を活用したスポーツツーリズムコ
ンテンツの創出について

清水 剛
１. 地域活動支援センターについて
２. 自治会について

定例会の内容は
録画中継で
確認できます

令和5年第2回定例会日程表

5月２４日（水）開会・総括質疑
５月３１日（水）・６月１日（木）・
２日（金）一般質問
６月２１日（水）討論・採決・閉会

企画総務：６月６日（火）

民生教育：６月７日（水）

都市環境：６月８日（木）

予算決算：５月２４日（水）
６月１３日（火）

各常任委員会の開催日

令和５年度新規要望事項 昨年11月14日、市民の皆様からの要望を踏まえて、

市長へ新規予算・施策要望書を提出しました。

道路の整備・狭隘道路の整備
▽相模川河原敷、市道新田宿３１号線未舗装部分の舗装整備
▽市道四ッ谷49号線の舗装整備
▽市道新田宿57号線付近の浸水対策
▽市道さがみ野７号線の浸水対策
▽市道相模が丘108号線の舗装打ち替え
▽市道相模が丘134号線、135号線、139号線の拡幅および
美装化の早期実現

▽国道246号東原4丁目交差点右折信号の調整
（信号機自動時間調整システムの設置）

▽市道47号線 朝夕の相鉄線踏切遮断に伴う渋滞対策
（相鉄を交えた協議）

▽市道栗原中央150号線床板化の整備及び浚渫
▽市道座間38号線の浸水対策及び路面舗装化
▽栗原中学校正門前の歩行者安全対策
（クイックシートなど路面標示）

▽国道246号市内全域での歩道の草木伐採・除草などの適正管理
▽現在寄付者が行っている寄付された道路に面した土地の改修及び
修繕の行政による実施

▽市道1号線梨の木坂周辺の土砂崩壊対策
▽市道新田宿75号線と市道四ッ谷62号線の舗装整備歩行者の
安全対策

▽国道246号の抜け道となっている西栗原地域のゾーン30指定及び
歩行者の安全対策

▽市道15号線ならびに市道さがみ野1号線及び市道さがみ野10号線
交差点付近の歩行者安全対策に向けた交差点改良

▽市道38号線芹沢公園付近への横断歩道の設置
（歩行者滞留スペースの確保）

▽市道39号線の歩行者安全対策（歩道拡幅）
▽市道栗原中央150号線交通量増に伴う歩行者安全対策

＊その他の要望項目は次号以降の掲載とさせていただきます

自
民
党
・
い
さ
ま
が
行
く

多
久
市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
自
治

体
の
取
組 昨

年
11
月
７
日
～
９
日
、
「
自
民
党
・
い
さ
ま
」
の
会
派
視
察
で
佐
賀

県
多
久
市
、
熊
本
県
阿
蘇
市
と
八
代
市
に
伺
い
ま
し
た
。
多
久
市
で
は
「

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
自
治
体
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
阿
蘇
市
で
は
阿
蘇
火
山

博
物
館
の
視
察
、
八
代
市
で
は
「
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
組
」
に
つ
い
て
、
各
事
業
の
取
組
や
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

多
久
市
が
め
ざ
す
児
童
生

徒
像
は
「
自
己
肯
定
感
に
満

ち
、
自
ら
の
生
活
を
創
造
す

る
こ
と
が
で
き
る
児
童
生
徒

」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
器

機
の
導
入
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
た
学
習
支
援
ツ

ー
ル
の
活
用
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
の
話
し
で
あ
り
ま

し
た
。

阿
蘇
市

阿
蘇
火
山
博
物
館

阿
蘇
火
山
博
物
館
で
は

「
阿
蘇
火
山
博
物
館
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
学
ぶ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
題
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
づ
け
し

な
が
ら
自
然
と
共
存
す
る
こ

と
を
活
用
し
、
「
火
山
」
を

観
光
資
源
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
火
口
カ
メ
ラ
事

業
で
は
、
私
達
が
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
目
に
す
る
阿
蘇
火
山

の
映
像
は
こ
ち
ら
の
火
口
カ

メ
ラ
が
捉
え
た
も
の
で
あ
る

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

八
代
市

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
強
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組

八
代
市
の
防
災
行
政
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
は
令
和

３
年
度
に
導
入
さ
れ
、
災

害
時
の
情
報
発
信
・
収
集

を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

防
災
行
政
無
線
に
代
わ

る
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
や

災
害
情
報
等
を
全
庁
で
共

有
し
、
対
応
状
況
等
の
管

理
を
行
う
災
害
時
支
援
シ

ス
テ
ム
、
さ
ら
に
映
像
に

よ
る
情
報
共
有
を
お
こ
な

う
た
め
の
映
像
表
示
制
御

シ
ス
テ
ム
を
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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